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「伝統的な言語文化 と国語の特質」についての指導法研究

一幼小連携を視野に入れつつ一

金 戸 清 高

1.は じめ に

今回の学習指導要領改訂では、所謂 「ゆとり教育」の見直 しがなされた点で、戦後教育が大き

く転換 した言 うことが出来るだろ う。「現代化カ リキュラム」 と呼ばれ、濃密な内容 と 「新幹線」

並のスピー ドを特徴 とした1968年版を引き継 ぎ、1977年の要領は 「ゆとリカ リキュラム」 といわ

れ、各教科の 目標・内容を しば り、「ゆとり」ある 「充実」した学校生活を実現が図 られた。以来

授業時数は減少傾向をた どり、1998年版に到つた。第 15期 中央教育審議会第一次答申 「21世紀を

展望 した我が国の教育の在 り方について」のキーワー ドは「子供に [生 きる力]と [ゆ とり]を」
l

であった。「答 申のポイン ト」にい う。

・これか らの社会は、変化の激 しい、先行き不透明な、厳 しい時代 と考えられます。そのよ

うな社会では、子供たちに [生 きる力]を はぐくむ ことが必、要です。

[生 きる力]と は ?

○ 自分で課題 を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断 し、行動 し、よりよく問題を解

決する能力

○ 自らを律 しつつ、他人と協調 し、他人を思いや る心や感動する心など豊かな人間性 とた く

ましく生きるための健康や体力

中央教育審議会では、これ らの力を [生 きる力]と とらえました。

・ [生 きる力]を はぐくむためには、

●家庭学校や地域社会が十分に連携 し、バ ランスよく教育に当たることが重要です。特に、

家庭や地域社会の教育を充実 した ものにすることが大切です。

●生活体験や 自然体験などの実際の体験活動の機会を広げていくことが望まれます。

●学校で [生 きる力]の 育成を重視 した教育を進 めていくことが必要です。

●子供たちと社会全体に [ゆ とり]を もたせ ることが必要です。

。この [生 きる力]を はぐくむ ことは、生涯学習社会において、大変重要な課題です。

「生きる力」なるタームが出現するには、無論、「い じめ」や 「登校拒否」等の問題の深刻化 とい

ったような、それな りの背景がある。上記答申を経て改訂 された1998年版要領の「国語」には「第

一目標」に、これ までなかつた言葉が加えられた。
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国語を正確に理解 し適切に表現する能力を育てるとと t)に 、思考力や想像力及び言語感覚を

養い、国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。 (1989年 )

国語を適切に表現 し正確に理解する能力を育成 し、伝え合 う力を高めるとと(Dに 、思考力や

想像力及び言語感覚を養い、国語に対す る関心を深め国語を尊重す る態度を育てる。 (1998

年 下線引用者、以 下同.)

「伝え合 う力」、これを「コミュニケーション能力」と蕎
^っ

てもよいだろ う。1986年 の 「い じめ苦

自殺」事件以来、深刻 fヒ す る 「い じめ問題」や 「不登校問題」そ して学歴偏重社会は激化の 一方

を辿る。 また ITの進化 とともに、現代の若者は益々コミュニケーシ ョン能力を失っていく。そ

のような時代の切実な要請の中で、「生きる力Jと 「ゆとり教育」を標榜する1998年 に要領が改訂

された。今 ここで 「学校教育法施行規則」別表にて総授業数の最 t)多かった1968年 のもの、最 も

少なかった1998年 の前要領、そ して今回改訂 された t)の の授業時数を列記 し、確認 してお く。

ここで、1998年 改訂要領は、1968年のものに比べて総授業数において-454時間、国語の授業時数

は-226時間 となっている。つまり「ゆとり教育」において削減 された総時間の約50%が、国語の

時間数であったことが判るのである。 また、これ らの中か ら、総授業数 と国語の授業時数を抽出

してみると、以下のようになる。
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「伝統的な言語文化 と国語の特質」についての指導法研究 I

Benesse教 育研究開発センターが2005年 に実施 した 「第 1回 子ども生活実態基本調査報告書」
2に

よれば、 1日 に 2時間以上テ レビやDVDを 観ている小学生が57.6%に Lる 。あるいは小中学生

男子の 3害Jが 1日 2時間以上テ レビゲームを しているとい うデータも出された。

仮に 1日 あた り2時間、テ レビやゲーム等に時間を費やす小学生の、年間総時間は、おおよそ

1998年 の要領に定められた第 1学年の年間総学習時間に相当する。そ もそ t)「 ゆとり」のための

授業時数削減は、「家庭教育の充実」を意図 してのものであったc

・家庭は、子供の教育に対す る責任を自覚 し、家庭が本来果たすべき役割 を見つめ直 し、

親がその責任 を十分発揮す ることを望み ます。

家庭が本来果たすべき役割

基本的な生活習慣・生活能力、豊かな情操、他人に対する思いや り、善悪の判断などの [生

きる力]の基礎的な資質や能力の育成

・そのため、家族がそろつて一緒に過 ごす時間が持てるよう、社会全体に [ゆ とり]を確

保す ることが重要です。そ して、 [ゆ とり]の 中で、母親・父親、 さらにはおばあちゃ

ん 。お じいちゃんが、愛情をもつて了̂供 と触れ合 うとともに、時には子供に厳 しく接 し、

[生 きる力]を はぐくんでい くことが大切です。

特に、父親には

家庭教育に対す る責任 を自覚 し、家族 と一緒に過 ごせ る時間を確保す ることを望みます。

また、企業には

父親が家族 と一緒に過 ごせ る時間を確保できるよ う協力を望みます。
3

上述のように 「基本的な生活習慣・生活能力、豊かな情操、他人に対する思いや り、善悪の判断

など」を家庭教育の役害Jと し、特に父親への家庭教育参加が求められていた。 ところが時代はバ

ブル崩壊後の不況の最中で、父親の家庭教育への参加は益々困難にな りつつある。2002年 より学

校の 「週 5日 制」が完全実施 され るも、多 くのこどもたちは一人で家庭を過 ごしている。一方学

力の低下は 「ゆとり」に比例 してマスコミによつて採 り上げられ意 しいがそれは2004年 の国際学

力調査以降顕著 となる。

このような世情の中、2008年 、学習指導要領が改訂 され、2009年 4月 施行の運び となつた。 こ

れについても多 くの問題が指摘 され よ うが、今は先を急 ぐ。今回の改訂によつて35時間増加 した

国語科の授業において、何を、 どう教えるかが、今課題 となっている。その中の重要な要素 とし

て、今回変更 されたい くつかの重要な課題の内、標題 とした 「伝統的な言語文化 と国語の特質に

関する事項」の指導法について、考察を していく。

「伝統的な言語文化」の背景とその指導内容

現行学習指導要領 「第 2章  各教科 第 1節  国語 第 2 各学年の 目標及び内容」は改訂前

のもの と同 じ構成で、 [第 1学年及び第 2学年][第 3学年及び第 4学年][第 5学年及び第 6学

年]の 3段階に分かれ、それぞれに 「1目 標」と「2内 容」が定められている。内 「内容」が 「A

話す こと・聞 くこと」、「B書 くこと」、「C読む こと」の 3領域に分かれ るのも旧要領を踏襲 して
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いる。そ して「[言語事項 ]」 が「[伝統的な言語文化 と国語の特質に関す る事項 ]」 に変更された。

具体的には以 下の項 目が学習内容に含 まれることとなる。

○ 昔話や神話 0伝承な どの本や文章の読み聞かせ を聞いた り、発表 し合った りする。 [第 1

学年及び第 2学年 ]

○ 易 しい文語調の短歌や俳句について、情景を思い浮かべた り

音読や暗唱を した りす ることし

リズムを感 じ取 りなが ら

○ 長い問使われてきた ことわざや慣用句、故事成語な どの意味を知 り、使 うこと。 [第 3学

年及び第 4学年 ]

○ 親 しみやすい古文や漢 文、近代以降の文語調の文章について、内容の大体を知 り、音読

すること。

○ 古典について解説 した文章を読み、昔の人のものの見方や感 じ方を知ること。 [第 5学年

及び第 6学年 ]

ところで 「伝統的な言語文化」云 々の事項に変更 された背景 として、2008年 に改訂 され物議を醸

した 「教育基本法」にあることはけ]ら かである。

我々は、この理想を実現す るため、個人の尊厳を重ん じ、真理 と正義を希求 し、公共の精神

を尊び、豊かな人間性 と創造性 を備えた人間の育成を期するとともに、伝統を継承 し、新 し

い文化の創造を目指す教育を推進する。/こ こに、我々は、 日本国憲法の精神にのっとり、

我が国の未来を切 り拓 く教育の基本を確立 し、その振興を図るため、この法律を制定す る。

(前文 )

五 伝統 と文化を尊重 し、それ らをはぐくんできた が国と郷土を愛す るとともに、他国を

尊重し、国際社会の平和 と発展に寄与する態度を養 うこと。 (第 2条 )

下線部が この度の変更部分であるが、所謂「愛国心」に関する項 目である。このような改訂の故、

周辺の法整備が進む中、今回の要領改訂の運び となったのである。 市毛勝彦氏は 「一部の研究者

が」「超国家主義や 旧封建道徳への復活を危惧 しているとい うが、インターネッ トの普及 した現代

に超国家主義や封建道徳が生き返る余地はない」
bと い うがあまりの楽観に呆然 とす る。そもそ も

今回の基本法改定の 目的が、「お国のために命を投げ出 しても構わない 日本人を生み出す。お国の

ために命をささげた人があつて今 ここに祖国があるとい うことを子どもたちに教える。 これに尽

きる」
1と い う教育基本法改正促進委員会の設立総会での某議員の発言に顕著であることは明白で

あるし、インターネ ッ トの普及による若年層におけるネオ・ファシズムの撞頭が指摘 されて久 し

い。1994年 の 「エンゼル・プラン」
6以

来の 「地域力の再生」なるスローガンも、昭和期において

戦時体制の銃後を守 る、国民生活の基盤の 1つ となった官主導の隣保組織である 「隣組」 (1940

年明文化)制度に陥 らぬよ う、その両刃を見極めねばな らない。

とはいえ、 [伝統的な言語文化 と国語の特質に関す る事項]において「伝統的な言語文化」の教

育が小学校国語科の授業に盛 り込まれ ることに大きな意義を認めることは吝かではない。例えば

大越和孝氏は『「昔話、神話 0伝承」の指導のアイデア30選』
7の 「まえがき」にて、次のように

夕旨摘 している。
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現在、小学校で教員を しているY子は、学生時代に 「子 どもたちの読書離れを改善するため

の指導法の考察―読み聞かせ を通 して一」 とい う卒業論文を書いている。その 「は じめに」

の部分で、次のように書いている。/子 どもの読書離れの改善方法 として、読み聞かせを選

んだ理由は、私の母が、読み聞かせを幼いころか らしてくれていたことがきっかけです。母

は読書好きで、子 どもの私にも、読み聞かせを して、多 くの本 と出合わせてくれました。母

の読み聞かせによって、私は、読み聞かせが大好きにな り、母の読み聞かせを楽 しみに して

いました。/こ の文章は、読み聞かせの有用性 を端的に述べている。 <略 >読み手 と聞き手

(母 と子)の心の通い合いをも表 しているといえよう。

「読み手 と聞き手の心の通い合い」 こそが、1998年以来国語科の 「目標」 としてたてられた 「伝

え合 う力」、コミュニケーシ ョン能力の育成に他な らない。先に引用 したが、 [第 1学年及び第 2

学年]の 内容では 「昔話や神話 0伝承などの本や文章の読み聞かせを聞いた り、発表 し合った り

する」と定められている。 [伝統的な言語文化 と国語の特質に関す る事項]が 、3領域 とは別に設

けられた「事項」であるため、これは 3領域全般に亘つて指導 されなければな らない。つ まり「A
話すこと・聞 くこと」や 「C読む こと」、あるいは 「古文」を理解す ることに集中してはな らない

のである。その意味で、「読み聞かせ」が 「読み手 と聞き手の心の通い合い」を神髄 とし、またそ

れ らについて 「発表 し合った り」す ることによって、コミュニケーシ ョン能力を育むことは意義

深い。

ところで筆者は前著 「小学校国語科における悲劇教材の指導法に関す る試論」
8に

て、所謂悲劇

的結末における不条理 さの受容が、人間を豊かにす ると指摘 し、更に昨今増加する 「キ レる」若

者の問題、貝Jち 「情動」の抑制にも幼年期か らの読書経験の豊富 さが関連 していくのではないか

と指摘 した。あるいは昨今の 「癒 し系」「ゆるキャラ」ブームである。大人こどもを問わず多 くの

現代人が今 「癒 され」たがっている。 一連の物語や昔話などがこうした 「癒 し」の一助 となるこ

とは論を侯たないであろ う。例えば 「更級 日記」の著者が少女時代、度重なる身内の死去による

孤独や寂蓼を癒 したのが 「源氏物語」である。決 してハ ッピーエン ドではない物語が、少女の孤

独を癒す原理について、久 しく考察を続けていたのだが、物語が 「不条理」を受容する力を涵養

するとい うことか らも首肯できるものである。あるいは 「千夜一夜物語」
9の シェヘ ラザー ドであ

る。文部科学省による 「小学校学習指導要領解説 国語編」では 「神話・伝承については、古事

記、 日本書紀、風土記など」が教材 として挙げ られている。

神話・伝承については、古事記、 日本書紀、風土記などに描かれたものや、地域に伝わる伝

説などが教材 として考えられ る。その際、児童生徒の発達の段階や初めて古典を学習するこ

とを考慮 し、や さしく書き換えたものを取 り上げることが必、要である。
Ю

た とえば社会科学習指導要領第 6学年の内容では、「ア狩猟・採集や農耕の生活、古墳について調

べ、大和朝廷による国士の統一の様子が分かること。その際、神話・伝承を調べ、国の形成に関

する考え方などに関心をもつ こと」 とある。所謂古代史 と神話 との関わ りについては詳 らかに し

ないが、歴 史と文学 との間には大きな隔た りがあるよ うに思われ る。いずれにせ よ、多 くの物語

の受容が、豊かな人間の育成につながることは言を侯たない。力日えて、多 くの神話や伝承の持つ

寓意については、「長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成語などの意味を知 り、使 うこと」
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とい う [第 3学年及び第 4学年]の事項 と相まって重要な意義をもつ。 これ も前著にて紹介 した

のだが、「あと一歩の ところで重大な過 ちを犯 して酷い 目に遭 う」逸話 として、「因幡の白兎」を

採 り上げた歳、受講生の殆 どが知 らなかった とい う体験がある。昨今の若者がいかに昔話を聞か

されていないかを実感 したのだが、こどもの内か ら沢山の物語に接することの意義はここにも指

摘できるのである。

3.「伝統的な言語文化」の指導法について

一 KLCこ ども専攻の授業「国語」での取 り組みに触れつつ―

今回の学習指導要領改訂の、ひ とつの特徴 として、告示か ら施行までの年数が短いことが挙げ

られる。過去の指導要領の変遷 を振 り返つてみると、1958年以前を除けば1968年 (71年施行 )、 1977

年 (80年施行 )、 1989年 (92年施行 )、 1998年 (2002年 施行)と 、告示か ら施行まで 3～ 4年の周

知期間を置 くのが慣例 となっていた。にもかかわ らず今回の改訂は2008年 3月 告示で2009年 4月

施行 と、周知期間が 1年 しか置かれなかった。そのことで教科書検定か ら採択を経て使用開始 ま

での年数を経 ることができなかった。 ちなみに2009年度に使用開始 されている現行の小学校教科

書は2007年 以前の検定を経たもの となっている。
Hそ のため2009年度における 「伝統的な言語文

化」については、多 くは補助教材にて指導 され ることとな り、い くつかの副読本が出版 されても

いる。例えば大森修編『伝統的な言語文化ワーク 1 le2年 で使える “昔話・神話・伝承"ワ ー

ク』
12で

は、以下のような構成 となっている。

Iにほんの むかしばなしを よもう/[1五大むかしばなし]/匡1花 さかじい 巨]も もた
ろう回さるとかに □したきりすずめ ロカチカチ山/[2むかしばなしの しゅやく
が とうじょうする おはなし]/回うらしまたろう□きんたろう□かぐやひめ □
びょうぶのとら/[3おんがえしの おはなし]/匡|つ るのおんがえし 巨]き

つねのこばん

□ぶんぶく茶がま/[4たからものを もらう おはなし]/匡|わ らしべ長者 □かさじ
ぞう □おむすびころころ/[5ち ょっと こわい おはなし]□三まいの おふだ □
のっぺらばう/[6に ほんの むかしばなしの まとめ]/回 むかしばなし ものしらベ

□にほんのむかしばなしのまとめ/Ⅱ せかいの むかしばなしを よもう/匡|三 びきの

子ブ タ 巨]マ ッチ売 りの 少女 □ 金のおの 銀 のおの 回 せ かいの むか しばな しの

まとめ/Ⅲ しんわを よもう/□いなばの白うさぎ 巨|ヤ
マタノオロチ ロくにのはじま

リ ロギリシャしんわ □しんわのまとめ/Ⅳことばあそび/回つけたしことば □かぞ
えうた |コ早口ことば □春の 七草 □かぜの またさぶろう/Vかん字ぶんか ■か
ん字ぶんか

同書の特徴のひ とつに、「昔話や神話 0伝承などの本」について、解説で指定 された 「古事記、目

本書紀、風土記などに描かれた ものや、地域に伝わる伝説など」にとどまらず、広いジャンルか

らテキス トを採択 している点がある。 また、同書そのものが所謂 「ワーク・ブ ック」 として、読

み聞かせか ら朗読、朝読書の素材、また 「なぞる」機能 も備 え、多面的な学習を可能 としている

点 も挙げ られ る。昔話や伝承の数は無数にあるため、できるだけ沢山の素材 との出会いが求めら
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れ るところである。

ところで九州ルーテル学院大学人文学部人文学科 (以 下KIン Cと 称す)こ ども専攻 (1学年40

名定員で2007年 4月 に開設)に て2009年度、「国語」とい う教科が開講 された。これは教職員免許

法施行規貝J第 2条 「免許法別表第一に規定する幼稚園教諭の普通免許状の授 与を受ける場合の教

科に関する科 目の単位の修得方法は、小学校の教科に関する科 目について修得するもの とし、国

語、算数、生活、音楽、図画工作及び体育の教科に関す る科 目 (こ れ ら科 目に含 まれ る内容を合

わせた内容に係 る科 目その他 これ ら科 日に準ずる内容の科 目を含む。)の うち 一以 Lの 科 目につい

て修得す るもの とする」 と定められた、幼稚園教諭免許取得のための 「教科に関す る科 目」のひ

とつである。新小学校学習指導要領および新幼稚園教育要領にて幼小の接続が謳われ、特に幼稚

園での領域 「言葉」 と小学校低学年の教科 「国語」 とのつなが りが明文化 された とはいえ、教科

と領域 との隔た りは大きい。そのため小学校教諭免許課程を持たないKLCで の 「国語」は、寧

ろ幼稚園教育にシフ トした内容に している。その中の主な取 り組みのひ とつ として、「読み間か

せ」や 「素話」の素材作 りを試みている。以 下は授業で紹介 した素話 「ぶんぶ く茶釜」の原稿で、

筆者が保育士試験科 目「保育実習実技」の 「言語」の試験対策用に作制 したものである。

ぶんぶ く黍がま

昔、茶の湯の好きな 和尚さんがいました。ある日、街の古道具屋 さんで、茶がまを買っ

てきました。

「これはいい釜だ。 さっそ くこれでお湯を沸か して、茶をたててみよう」

和尚さんは茶がまに水を差 して、いろ りにかけました。「ぶんぶ くぶんぶ く、いい音たてて、

お湯をわか してお くれ」

和尚さんが言っていると 「ぶんぶ く、熱いよ、ぶんぶ く、熱いよ」 と、茶がまが泣き出 し

ました。「えっ」 と思ったた とたん、「あっちっち、 もう、たまらん」

茶がまに手足が生えて、頭 を兎、りふ り逃げ出 しました。

和尚さんはびっくり。「うわっ。茶がまが化けた !」

和尚さんの声を聞いた小ぞ うさんたちが駆けつけました。でも、

「和尚さん、寝ぼけちゃだめですよ。茶がまはちゃんと床の間にあるじゃないですか」

見るとその通 り、茶がまは床の間に。

和尚さんは気味が悪 くて しかたがあ りません。 あ した、 くず屋に売 り飛ば して しまお う、

と思いなが ら床につきました。

その晩、和尚さんの枕元で、声が します。「もしもし、お しょうさん……」

茶がまは、たぬきだったのです。

「すみません、編すつ もりはなかったのです。大に追いかけられ、古道具屋に逃げ込んで、

釜に化けていた ら、お しょうさんに買われていつたのです。お願いです。何でもしますか ら

ここに置いて下さい」。

たぬきはやけどを した月同体だけは、釜のままで元に戻 りません。でも、ぶんぶ く茶がまの

たぬきは、寺のなかに見せ物小屋を作ってもらい、綱わた りの曲芸を して、お客を増や して
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いきました。

金 戸 清 高

おかげで和尚さんのお寺はずいぶん豊かにな りま した。そこで和尚さんは、たぬきに言い

ま した。

「ぶんぶ くたぬきよ。お前はよく働いて くれた。 もう、寺 も豊かになったので、自分の家

にお帰 り」。

ところがたぬきは泣きなが らこう言いま した。「いえいえ、お しょうさま。こんな、半分茶

がまのたぬきでは、山では生きていけません。 どうかいつまでもこの寺において ください」。

「かわいそ うなたぬき じゃな。 よしよし、いつまでもこの寺の、床の間にいていいよ。で

も、みんなが驚 くか ら、人がいる時はたぬきになってはだめだよ」。

こうしてたぬきは寺に住む ことが出来るようにな りました。今でも上州の茂林寺には、こ

の茶がまがあるそ うです。誰 も見ていない とき、ときどき、手足をのば して、あくびをして

いるか もしれません。

保育士試験では 3分の時間制限があるため、物語を省略、変形 させている。 また、 4～ 5歳児対

象の素話 としたため、難 しい熟語は使わず、できるだけ耳か ら入 りやすい言葉を選んだ。学生に

は課題 を絵本の 「読み聞かせ」や紙芝居 とせずに 「素話」の原稿作制 とした。主な理由は、物語

を一端 自分 自身の中に取 り込み、自分な りに消化 して語 らせたかつたか らで、この原稿は後々「ペ

ープサー ト」や 「パネルシアター」等、様々な視聴覚教材の素材 とな り得 るからである。 日本の

民話等に留まらず幅広 く素材を求めた。

「古事記」より

1.ヤマ トタケル  2。 イザナギといざなみ・黄泉の国  3.や またのおろち

4。 天の岩戸  5.因 幡の白うさぎ

トルス トイ

6.イ ワンのばか   7.人 にはどれほどの土地がいるか

8。 愛のあるところに神あ り (く つ屋のマルチン)  9。 ろ うそ く

民話 より

10.鉢かづき  11.一 寸法師  12。 浦島太郎  13.酒 呑童子  14.瘤 取 り

15.かちかち山  16.舌 切 り雀  17。 竜の子太郎  18.安 達 ヶ原  19.食 わず女房

20.ばんさらや

怪談 もの

21。 む じな  22。 耳な し芳-  23.雪 女

海外の童話か ら

24.ジ ャックと豆の本  25。 ア リとキ リギ リス  26。 北風 と太陽  27。 ウサギとカメ

28。 オオカ ミが出た  29。 熊 と旅人  30。 すっぱい葡萄  31.犬 と肉

32.卑怯なコウモ リ  33.か えるの王様  34.長 靴をはいた猫  35.灰 かぶ り

36.親指姫  37。 幸福の王子  38。 赤い靴  39.パ ンをふんだ娘  40。 スズの兵隊

結果殆 どの受講生が意欲的な原稿 を作制 して くれた。実際のプ レゼ ンテーシ ョンやその際の指



「伝統的な言語文化と国語の特質」についての指導法研究 I

助言等 は次稿 にて詳述す る。
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2004年 2月 26日 付『朝 日新聞』cな お 「教育基本法改定」については高橋哲哉氏『教育と国家』2004年 10月 講談

社現代新書)に 多くの示唆を得たr

『 言語技術教育 18』 2009年 3月

1994年 12月 、文部、厚生、労働、建設の 4大臣合意により策定 された 「今後の f^育 て支援のための施策の基本

的方向について」 (エ ンゼルブラン)c「 〔1〕 千育てを夫婦や家庭だけの問題 ととらえるのではなく、国や地方

公共団体をは じめ、企業・職場や地域社会 も含めた社会全体で子育てを支援 していくこと、〔2〕 政府部内にお

いて、今後概ね10年間に取 り組むべ き基本的方向と重点施策を定め、その総合的・計画的な推進を図ること、

をね らいとした」 (http://www8。 cao.go.jp/shOushi/whitepapcr/w2004/html― h/htm1/g1511010。 html).

7 『「昔話、神話・伝承」の指導のアイデア30選』 (2009年 4月 東洋館出版社 )

8 『紀要VISIO』 第38号 (2008年 12月 )

9 「妻の不貞を見て女性不信 となったシャフリヤール王が国の若い女性 と一夜を過 ごしては殺 していたのを止め

させる為、大臣の娘シャハラザー ド (シ ェヘラザー ド、Jぅメ■ )が 自らIの 元に嫁ぎ、千夜に渡つて毎夜王に話

をしては気を紛 らわさせ、終に殺すのを止めさせたとい う物語が主軸 となっている (ま た、姉のシャハラザー

ドの傍 らに、妹の ドゥンヤザー ドt♪ 居る)。 話が佳境に入った所で 「続きはまた明 日」とシャハラザー ドが打ち

切る為、王は次の話が聞きたくて別の女性に伽をさせ るのを思い留まり、それが千夜続いたとい う。説話は、

船乗 リシン ドバ ッドの様な、冒険商人たちをモデルに した架空の人物か ら、ア ッバー ス朝のカ リフであるハー

ルーン・ア ッ=ラ シー ドや、その妃の ズバイダのような実在の人物 まで様々な人物が登場 し、多彩な物語を繰

り広げる。説話は様々な地域に起源を tDつ tDの も多 く、中雌イスラム世界の社会背景が生き生きと書き出され

ている。」
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